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【提出日】令和3年2月15日(2021.2.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワーク中のワイヤレス通信の方法において、
　第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることを識別することと、
　前記第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることに少なくとも部分的に基づいて、
セル選択基準を修正することと、
　前記修正されたセル選択基準に少なくとも部分的に基づいて、１つ以上の他のセルのセ
ル再選択測定を実行するときを調節することと、
　前記調節に少なくとも部分的に基づいて、前記セル再選択測定を実行することとを含む
方法。
【請求項２】
　前記セル再選択測定を実行するときを調節することは、
　前記修正されたセル選択基準が満たされないことを決定することに少なくとも部分的に
基づいて、前記セル再選択測定を実行することを決定することをさらに含む請求項１記載
の方法。
【請求項３】
　前記第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることに少なくとも部分的に基づいて、
前記セル選択基準を修正することは、
　１つ以上のセルに対するカバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、前記１
つ以上のセルに対するセル選択値に適用するオフセットを決定することを含む請求項１記
載の方法。
【請求項４】
　前記セル選択基準は、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信品質（
ＲＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいている請求項１記
載の方法。
【請求項５】
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　前記セル再選択測定と前記セル選択基準とに少なくとも部分的に基づいて、ネットワー
クアクセスのためのセルを選択することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中で前記第１のセルとの接続を確立することをさらに
含み、
　前記セル再選択測定を実行するときを調節することは、前記第１のセルまたは前記１つ
以上の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ拡張技法の使用に少なくとも部分的
に基づいて、前記１つ以上の他のセルの測定の頻度を低減させることを含む請求項１記載
の方法。
【請求項７】
　前記測定の低減された頻度にしたがって、前記１つ以上の他のセルから受信された信号
の１つ以上の信号パラメータを測定することと、
　前記１つ以上の他のセルのうちの第２のセルに対する測定された信号パラメータと、前
記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの一方または両方に関係するカバレージ拡張レ
ベルとに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセルとの接続を確立するように試みる
か否かを決定することとをさらに含む請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記測定の頻度を低減させることは、
　前記第１のセルに関係するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記修正されたセル選択基準に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも部分的に重複
する周波数を有する前記１つ以上の他のセルから受信された信号の測定の頻度を制御する
ようにタイマーを構成することとを含み、
　前記セル選択基準を修正することは、前記カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に
基づいている請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記測定の頻度を低減させることは、
　前記第１のセルに関係するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルと重複しない周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上を識別する
ことと、
　前記１つ以上の他のセルの重複しない周波数に関係する優先度に少なくとも部分的に基
づいて、前記他のセルのうちの１つ以上に対する測定の頻度を調節することとを含む請求
項６記載の方法。
【請求項１０】
　より高い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上に対する測定は、タイマ
ーまたは前記第１のセルの品質しきい値のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基
づいて実行される請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　より低い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上に対する測定は、タイマ
ーまたは前記セル選択基準に対するオフセットのうちの一方または両方に少なくとも部分
的に基づいて実行される請求項９記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信ネットワーク中のワイヤレス通信のための装置において、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと通信するメモリと、
　前記メモリ中に記憶されている命令とを具備し、
　前記命令は、前記プロセッサにより実行されるときに、前記装置に、
　第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることを識別させ、
　前記第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることに少なくとも部分的に基づいて、
セル選択基準を修正させ、
　前記修正されたセル選択基準に少なくとも部分的に基づいて、１つ以上の他のセルのセ
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ル再選択測定を実行するときを調節させ、
　前記調節に少なくとも部分的に基づいて、前記セル再選択測定を実行させるように動作
可能である装置。
【請求項１３】
　前記命令は、前記装置に、
　前記修正されたセル選択基準が満たされないことを決定することに少なくとも部分的に
基づいて、前記セル再選択測定を実行することを決定させることにより、前記セル再選択
測定を実行するときを調節させるようにさらに実行可能である請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　前記命令は、前記装置に、
　１つ以上のセルに対するカバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、前記１
つ以上のセルに対するセル選択値に適用するオフセットを決定させることにより、前記第
１のセルがカバレージ拡張をサポートすることに少なくとも部分的に基づいて、前記セル
選択基準を修正させるようにさらに実行可能である請求項１２記載の装置。
【請求項１５】
　前記セル選択基準は、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信品質（
ＲＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいている請求項１２
記載の装置。
【請求項１６】
　前記命令は、前記装置に、
　前記セル再選択測定と前記セル選択基準とに少なくとも部分的に基づいて、ネットワー
クアクセスのためのセルを選択させるようにさらに実行可能である請求項１２記載の装置
。
【請求項１７】
　前記命令は、前記装置に、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中で前記第１のセルとの接続を確立させ、
　前記第１のセルまたは前記１つ以上の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ拡
張技法の使用に少なくとも部分的に基づいて、前記１つ以上の他のセルの測定の頻度を低
減させることにより、前記セル再選択測定を実行するときを調節させるようにさらに実行
可能である請求項１２記載の装置。
【請求項１８】
　前記命令は、前記装置に、
　前記測定の低減された頻度にしたがって、前記１つ以上の他のセルから受信された信号
の１つ以上の信号パラメータを測定させ、
　前記１つ以上の他のセルのうちの第２のセルに対する測定された信号パラメータと、前
記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの一方または両方に関係するカバレージ拡張レ
ベルとに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセルとの接続を確立するように試みる
か否かを決定させるようにさらに実行可能である請求項１７記載の装置。
【請求項１９】
　前記測定の頻度を低減させる命令は、前記装置に、
　前記第１のセルに関係するカバレージ拡張レベルを識別させ、
　前記修正されたセル選択基準に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも部分的に重複
する周波数を有する前記１つ以上の他のセルから受信された信号の測定の頻度を制御する
ようにタイマーを構成させるようにさらに実行可能であり、
　前記セル選択基準を修正させることは、前記カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的
に基づいている請求項１７記載の装置。
【請求項２０】
　前記測定の頻度を低減させる命令は、前記装置に、
　前記第１のセルに関係するカバレージ拡張レベルを識別させ、
　前記第１のセルと重複しない周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上を識別させ
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、
　前記１つ以上の他のセルの重複しない周波数に関係する優先度に少なくとも部分的に基
づいて、前記他のセルのうちの１つ以上に対する測定の頻度を調節させるようにさらに実
行可能である請求項１７記載の装置。
【請求項２１】
　前記命令は、前記装置に、
　タイマーまたは前記第１のセルの品質しきい値のうちの一方または両方に少なくとも部
分的に基づいて、より高い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上に対する
測定を実行させるようにさらに実行可能である請求項２０記載の装置。
【請求項２２】
　前記命令は、前記装置に、
　タイマーまたは前記セル選択基準に対するオフセットのうちの一方または両方に少なく
とも部分的に基づいて、より低い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上に
対する測定を実行させるようにさらに実行可能である請求項２０記載の装置。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信ネットワーク中のワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）において
、
　第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることを識別するＵＥ手段と、
　前記第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることに少なくとも部分的に基づいて、
セル選択基準を修正するＵＥ手段と、
　前記修正されたセル選択基準に少なくとも部分的に基づいて、１つ以上の他のセルのセ
ル再選択測定を実行するときを調節するＵＥ手段と、
　前記調節に少なくとも部分的に基づいて、前記セル再選択測定を実行するＵＥ手段とを
具備するＵＥ。
【請求項２４】
　前記セル再選択測定を実行するときを調節するＵＥ手段は、
　前記修正されたセル選択基準が満たされないことを決定することに少なくとも部分的に
基づいて、前記セル再選択測定を実行することを決定するＵＥ手段を備える請求項２３記
載のＵＥ。
【請求項２５】
　前記第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることに少なくとも部分的に基づいて、
前記セル選択基準を修正するＵＥ手段は、
　１つ以上のセルに対するカバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に基づいて、前記１
つ以上のセルに対するセル選択値に適用するオフセットを決定するＵＥ手段を備える請求
項２３記載のＵＥ。
【請求項２６】
　前記セル選択基準は、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信品質（
ＲＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基づいている請求項２３
記載のＵＥ。
【請求項２７】
　前記セル再選択測定と前記セル選択基準とに少なくとも部分的に基づいて、ネットワー
クアクセスのためのセルを選択するＵＥ手段をさらに具備する請求項２３記載のＵＥ。
【請求項２８】
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中で前記第１のセルとの接続を確立するＵＥ手段をさ
らに具備し、
　前記セル再選択測定を実行するときを調節するＵＥ手段は、前記第１のセルまたは前記
１つ以上の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ拡張技法の使用に少なくとも部
分的に基づいて、前記１つ以上の他のセルの測定の頻度を低減させるＵＥ手段を備える請
求項２３記載のＵＥ。
【請求項２９】
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　前記測定の低減された頻度にしたがって、前記１つ以上の他のセルから受信された信号
の１つ以上の信号パラメータを測定するＵＥ手段と、
　前記１つ以上の他のセルのうちの第２のセルに対する測定された信号パラメータと、前
記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの一方または両方に関係するカバレージ拡張レ
ベルとに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセルとの接続を確立するように試みる
か否かを決定するＵＥ手段とをさらに具備する請求項２８記載のＵＥ。
【請求項３０】
　前記測定の頻度を低減させるＵＥ手段は、
　前記第１のセルに関係するカバレージ拡張レベルを識別するＵＥ手段と、
　前記修正されたセル選択基準に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも部分的に重複
する周波数を有する前記１つ以上の他のセルから受信された信号の測定の頻度を制御する
ようにタイマーを構成するＵＥ手段とを備え、
　前記セル選択基準を修正する手段は、前記カバレージ拡張レベルに少なくとも部分的に
基づいている請求項２８記載のＵＥ。
【請求項３１】
　前記測定の頻度を低減させるＵＥ手段は、
　前記第１のセルに関係するカバレージ拡張レベルを識別するＵＥ手段と、
　前記第１のセルと重複しない周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上を識別する
ＵＥ手段と、
　前記１つ以上の他のセルの重複しない周波数に関係する優先度に少なくとも部分的に基
づいて、前記他のセルのうちの１つ以上に対する測定の頻度を調節するＵＥ手段とを備え
る請求項２８記載のＵＥ。
【請求項３２】
　より高い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上に対する測定は、タイマ
ーまたは前記第１のセルの品質しきい値のうちの一方または両方に少なくとも部分的に基
づいて実行される請求項３１記載のＵＥ。
【請求項３３】
　より低い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つ以上に対する測定は、タイマ
ーまたは前記セル選択基準に対するオフセットのうちの一方または両方に少なくとも部分
的に基づいて実行される請求項３１記載のＵＥ。
【請求項３４】
　コンピュータ読取可能コードを含む非一時的コンピュータ読取可能媒体において、
　前記コンピュータ読取可能コードは、実行されるときに、デバイスに、
　第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることを識別させ、
　前記第１のセルがカバレージ拡張をサポートすることに少なくとも部分的に基づいて、
セル選択基準を修正させ、
　前記修正されたセル選択基準に少なくとも部分的に基づいて、１つ以上の他のセルのセ
ル再選択測定を実行するときを調節させ、
　前記調節に少なくとも部分的に基づいて、前記セル再選択測定を実行させる非一時的コ
ンピュータ読取可能媒体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　[0007]　説明する特徴は、一般に、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスのためのセル
選択のための１つまたは複数のシステム、方法、および装置に関する。セル選択は、セル
によって採用される１つまたは複数のカバレージ拡張技法を考慮するか、またはそれに基
づき得る。デバイスは、ユーザ機器（ＵＥ）の測定精度能力を識別し得る。デバイスは、
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ＵＥの測定精度能力に基づいてセル選択値に適用するオフセットを決定し得る。セルから
受信された信号の１つまたは複数の信号パラメータがＵＥで測定され得、セルについての
セル選択値が信号パラメータとオフセットとに基づいて決定され得る。セル選択値に基づ
いてネットワークアクセスのためのセルが選択され得る。いくつかの例では、２つ以上の
セルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいことがあり、ＵＥが
、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）値および／または基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）値に基
づいてセルへのアクセスを連続的に試み得る。いくつかの例では、セルが、ＵＥによって
以後のセル選択のために使用され得る、１つまたは複数のセルのためのカバレージ拡張レ
ベルを示すシグナリングを与え得る。さらなる例では、セルでの接続の確立時に、ＵＥが
、セルのうちの１つまたは複数のカバレージ拡張技法の使用に基づいてセル再選択測定の
頻度を低減し得る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　[0030]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法について説明する
。本方法は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立することと
、第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ拡
張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減す
ることとを含み得る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　[0031]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のための装置について説
明する。本装置は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立する
ための手段と、第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方の
カバレージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つまたは複数の他のセルの測定の
頻度を低減するための手段とを含み得る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　[0032]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置に
ついて説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとメモ
リに記憶された命令とを含み得、ここにおいて、命令は、ワイヤレス通信ネットワークに
おいて第１のセルとの接続を確立することと、第１のセルあるいは１つまたは複数の他の
セルのうちの一方または両方のカバレージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つ
または複数の他のセルの測定の頻度を低減することとをするようにプロセッサによって実
行可能である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３３】
　[0033]　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶す
る非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、ワイヤレス通信ネットワ
ークにおいて第１のセルとの接続を確立することと、第１のセルあるいは１つまたは複数
の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づい
て１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減することとをするように実行可能な命令
を含み得る。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　[0034]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、測定の低減された頻度に従って１つまたは複数の他のセルから受信される信号の１
つまたは複数の信号パラメータを測定することと、１つまたは複数の他のセルのうちの第
２のセルとの接続を確立することを試みるべきかどうかを、第２のセルのための測定され
た信号パラメータと第１のセルおよび第２のセルに関連するカバレージ拡張レベルとに少
なくとも一部基づいて決定することとをさらに含み得る。追加または代替として、いくつ
かの例において、測定の頻度を低減することは、第１のセルに関連するカバレージ拡張レ
ベルを識別することと、第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルに少なくとも一部基
づいて第１のセルのためのセル選択基準を調整することと、調整されたセル選択基準に少
なくとも一部基づいて、少なくとも部分的に重複する周波数を有する１つまたは複数の他
のセルから受信される信号の測定の頻度を制御するようにタイマーを構成することとを備
える。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　[0035]　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、測定の頻度を低減することは、第１のセルに関連するカバレージ拡張レベル
を識別することと、第１のセルと重複しない周波数を有する他のセルのうちの１つまたは
複数を識別することと、１つまたは複数の他のセルの重複しない周波数に関連する優先度
に少なくとも一部基づいて他のセルのうちの１つまたは複数についての測定の頻度を調整
することとを備える。追加または代替として、いくつかの例において、より高い優先度周
波数を有する他のセルのうちの１つまたは複数についての測定は、第１のセルのタイマー
または品質しきい値のうちの一方または両方に少なくとも一部基づいて行われる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　[0049]　説明する特徴は、一般に、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスのためのワイ
ヤレス通信ネットワークへのアクセスのためのセル選択のための改善されたシステム、方
法、または装置に関する。いくつかの例では、１つまたは複数のカバレージ拡張技法を採
用し得るセルへのネットワークアクセスのためのセル選択技法が提供される。ＭＴＣデバ
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イスであり得るユーザ機器（ＵＥ）は、初期収集時または起動時に、基準信号受信電力（
ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または両方を測定し、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ
、またはそれらの組合せに少なくとも一部基づいてセル選択値を決定し得る。いくつかの
例において、セル選択値はオフセットに基づいて決定され得る。オフセットは、ＵＥの測
定精度能力（例えば、受信信号を測定するためのＵＥのハードウェアまたはソフトウェア
能力）に基づいて選択され得る。いくつかの例では、ＵＥが、十分なカバレージ拡張をも
つセルが見つけられるまで、１つまたは複数のセルへのアクセスを連続的に試み得、ここ
において、アクセス試行のための初期セルは、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、またはそれらの組合
せに基づいて選択され得る。他の例では、セルが、ネイバーセルリスト中でセルによって
使用されるカバレージ拡張に関係する情報を送信し得、カバレージ拡張レベルが、ネット
ワークアクセスを試みるためのセルを選択する際に使用するセル選択値を決定するために
、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、またはそれらの組合せと組み合わされ得る。またさらなる例にお
いて、ＵＥとセルとの間の接続が確立されたとき、ＵＥは、カバレージ拡張技法の使用に
少なくとも一部基づいてセル再選択動作のための測定の頻度を低減し得る。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　[0057]　初期ネットワークアクセスのためのセル選択がＲＳＲＰ／ＲＳＲＱに基づく場
合、上述のように、比較的低いＳＮＲ測定値が、初期ネットワークアクセスのためのセル
の不正確な選択を生じ得る。いくつかの例では、セル選択値へのオフセット値のセットが
ＵＥに与えられて、オフセット値のうちの１つが、以下でより詳細に説明するように、Ｒ
ＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定値とＵＥ測定精度能力とに基づいて選択されるようにすべきである
。場合によっては、ＵＥが、好適なカバレージ拡張をもつセルが発見されるまでセルへの
アクセスを連続的に試み得るか、サービングセルからネイバーセルについてのカバレージ
拡張情報を受信し得るか、セル再選択測定頻度を調整し得るか、またはそれらの組合せを
し得る。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　[0064]　初期ネットワークアクセスのためのセル選択がＲＳＲＰ／ＲＳＲＱに基づく場
合、上述のように、比較的低いＳＮＲ測定値は、初期ネットワークアクセスのためのセル
の不正確な選択を生じ得る。いくつかの例では、セル選択値へのオフセット値のセットが
ＵＥに与えられるべきであり、オフセット値のうちの１つは、以下でより詳細に説明する
ように、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ測定値とＵＥ測定精度能力とに基づいて選択される。場合に
よっては、ＵＥが、好適なカバレージ拡張をもつセルが発見されるまでセルへのアクセス
を連続的に試み得るか、サービングセルからネイバーセルについてのカバレージ拡張情報
を受信し得るか、セル再選択測定頻度を調整し得るか、またはそれらの組合せを行い得る
。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
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　[0084]　ＵＥ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉから１次同期信号（ＰＳＳ）と、２次同
期信号（ＳＳＳ）と、ＣＲＳ信号６０５とを受信し得、基地局１０５－ｊからＰＳＳ／Ｓ
ＳＳ／ＣＲＳ６１０を受信し得る。ブロック６１５で、ＵＥ１１５－ｅは、受信信号の信
号パラメータを測定し、セル選択値に適用されるべきオフセット（例えば、セルのための
Ｓ基準に適用されるべきオフセット）を決定し得る。測定された信号パラメータとオフセ
ットとに基づいて、ＵＥ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉと基地局１０５－ｊとの各々に
ついてのセル選択値を決定し得る。ＵＥ１１５－ｅは、セルについてのセル選択値に基づ
いて、ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスを試みるためのセルを選択し得る。図６
の例において、ＵＥ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉを選択し、基地局１０５－ｉからの
ＰＢＣＨ送信６２０について監視する。ステップ６２５で、ＵＥ１１５－ｅは、もしあれ
ば、受信されたＰＢＣＨを復号し、基地局１０５－ｉのカバレージ拡張モードを決定する
ことを試みる。ＵＥ１１５－ｅがＰＢＣＨを成功裏に復号することが可能である場合、Ｕ
Ｅ１１５－ｅは、基地局１０５－ｉを使用してネットワークアクセスを試み得、アクセス
要求６３０を送信し得、その時点で、基地局１０５－ｉはアクセス応答６３５を送信し得
、ＵＥ１１５－ｅは初期アップリンク送信６４０を送信し得る。ブロック６４５で、ＵＥ
１１５－ｅは、より良いセルが通信のために利用可能であるかどうかを決定するためにセ
ル再選択技法を行い得る。上で説明したように、様々な例において、ＵＥ１１５－ｅは、
基地局１０５－ｉのカバレージ拡張技法の使用に基づいて１つまたは複数の他のセルの測
定の頻度を低減し得る。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　[0097]　チャネル復号モジュール９１０は、図２～図６を参照しながら説明したように
、第１のセルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが、第１のセ
ルのＰＢＣＨおよびＳＩＢを復号することを試みることを含み得るように構成され得る。
いくつかの例において、ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることは、
第１のセルがカバレージ拡張を有すると決定することを備える。チャネル復号モジュール
９１０はまた、上記決定に少なくとも一部基づいてバンドリングサポートとともに第１の
セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試み得る。チャネル復号モジュー
ル９１０はまた、近隣セルのうちの１つまたは複数の基準信号密度が、関連する近隣セル
のカバレージ拡張に少なくとも一部基づいて調整されると決定し得る。チャネル復号モジ
ュール９１０はまた、基準信号密度に少なくとも一部基づいて基準信号に関連する測定持
続時間を調整し得る。いくつかの例において、基準信号密度は、カバレージ拡張の関数と
して増加され得る。いくつかの例において、基準信号に関連する測定持続時間はカバレー
ジ拡張の関数として増加され得る。チャネル復号モジュール９１０はまた、第１のセルあ
るいは１つまたは複数の他のセルのうちの１つまたは複数のカバレージ拡張技法の使用に
少なくとも一部基づいて前記１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減し得る。オフ
セット決定モジュール８１０－ａは、いくつかの例において、図２～図６を参照しながら
説明したように、ネイバーセルのリストについてのカバレージ拡張レベルを示すシグナリ
ングを受信し得る。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１９】
　[0123]　ブロック１５１０で、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら説明したよう
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に、第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレージ
拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて１つまたは複数の他のセルの測定の頻度を低減
し得る。いくつかの例において、ブロック１５１０の動作は、図９を参照しながら説明し
たように、チャネル復号モジュール９１０によって行われ得る。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３４】
　[0138]　本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定
義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。
従って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本明細書
で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。　
以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルを示すシグナリングを受信することと、
　前記カバレージ拡張レベルを前記１つまたは複数のセルについての受信電力情報と組み
合わせることと、
　前記組み合されたカバレージ拡張レベルと前記受信電力情報とを備えるセル選択パラメ
ータに少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのためのセルを選択することとを備
える方法。
［Ｃ２］
　前記１つまたは複数のセルが、サービングセルまたは近隣セルのうちの一方または両方
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記組み合わせることが、
　前記１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記１つ
または複数のセルについてのセル選択値に適用するオフセットを決定することをさらに備
える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記セル選択パラメータが、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信
品質（ＲＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも一部基づく、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ５］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することは、
　候補セルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定するこ
とを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することが、
　予め定義された基準に従ってネットワークアクセスのための追加のセルを選択すること
を続けることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　追加のセルを選択することを続けることが、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることと、
　前記セルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを不成功裏に試みること
に少なくとも一部基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスのための前記
１つまたは複数のセルのうちの第２のセルを選択することとを備える、Ｃ６に記載の方法
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。
［Ｃ８］
　前記第１のセルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが、
前記第１のセルの物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）およびシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）を復号することを試みることを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のセルのうちの１つのセルの基準信号密度が前記セルの前記カバレ
ージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて調整されると決定することと、
　前記基準信号密度に少なくとも一部基づいて前記基準信号に関連する測定持続時間を調
整することとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記基準信号密度が前記カバレージ拡張レベルの関数として増加される、Ｃ９に記載の
方法。
［Ｃ１１］
　前記基準信号に関連する前記測定持続時間が前記カバレージ拡張レベルの関数として増
加される、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立することと、
　前記第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレー
ジ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて前記１つまたは複数の他のセルの測定の頻度
を低減することとを備える方法。
［Ｃ１３］
　測定の前記低減された頻度に従って前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号
の１つまたは複数の信号パラメータを測定することと、
　前記１つまたは複数の他のセルのうちの第２のセルとの接続を確立することを試みるべ
きかどうかを、前記第２のセルのための前記測定された信号パラメータと前記第１のセル
および前記第２のセルに関連するカバレージ拡張レベルとに少なくとも一部基づいて決定
することとをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　測定の前記頻度を低減することが、
　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルに関連する前記カバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記第
１のセルのためのセル選択基準を調整することと、
　前記調整されたセル選択基準に少なくとも一部基づいて、少なくとも部分的に重複する
周波数を有する前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号の測定の前記頻度を制
御するようにタイマーを構成することとを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　測定の前記頻度を低減することが、
　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルと重複しない周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数を識
別することと、
　前記１つまたは複数の他のセルの前記重複しない周波数に関連する優先度に少なくとも
一部基づいて前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定の前記頻度を調整する
こととを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１６］
　より高い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定が
、前記第１のセルのタイマーまたは品質しきい値のうちの一方または両方に少なくとも一
部基づいて行われる、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
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　より低い優先度周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定が
、前記第１のセルに関連するタイマーまたはセル選択基準へのオフセットのうちの一方ま
たは両方に少なくとも一部基づいて行われる、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、
　　１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルを示すシグナリングを受信することと
、
　　前記カバレージ拡張レベルを前記１つまたは複数のセルについての受信電力情報と組
み合わせることと、
　　前記組み合されたカバレージ拡張レベルと前記受信電力情報とを備えるセル選択パラ
メータに少なくとも一部基づいてネットワークアクセスのためのセルを選択することと　
を前記装置にさせるように動作可能である、装置。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数のセルが、サービングセルまたは近隣セルのうちの一方または両方
を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記命令が、
　前記１つまたは複数のセルのカバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記１つ
または複数のセルについてのセル選択値に適用するオフセットを決定することを前記装置
にさせるようにさらに実行可能である、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記セル選択パラメータが、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値または基準信号受信
品質（ＲＳＲＱ）測定値のうちの一方または両方に少なくとも一部基づく、Ｃ１８に記載
の装置。
［Ｃ２２］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することは、
　候補セルのためのセル選択パラメータがセル選択のしきい値よりも小さいと決定するこ
とを備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２３］
　ネットワークアクセスのための前記セルを選択することが、
　予め定義された基準に従ってネットワークアクセスのための追加のセルを選択すること
を続けることを備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２４］
　追加のセルを選択することを続けることが、
　前記セルのブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることと、
　前記セルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを不成功裏に試みること
に少なくとも一部基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワークへのアクセスのための前記
１つまたは複数のセルのうちの第２のセルを選択することとを備える、Ｃ２３に記載の装
置。
［Ｃ２５］
　前記第１のセルの前記ブロードキャストチャネル送信を復号することを試みることが、
前記第１のセルの物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）およびシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）を復号することを試みることを備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記命令は、
　前記１つまたは複数のセルのうちの１つのセルの基準信号密度が前記セルの前記カバレ
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ージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて調整されると決定することと、
　前記基準信号密度に少なくとも一部基づいて前記基準信号に関連する測定持続時間を調
整することとを前記装置にさせるようにさらに実行可能である、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、
　　ワイヤレス通信ネットワークにおいて第１のセルとの接続を確立することと、
　　前記第１のセルあるいは１つまたは複数の他のセルのうちの一方または両方のカバレ
ージ拡張技法の使用に少なくとも一部基づいて前記１つまたは複数の他のセルの測定の頻
度を低減することと
　を前記装置にさせるように動作可能である、装置。
［Ｃ２８］
　前記命令が、
　測定の前記低減された頻度に従って前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号
の１つまたは複数の信号パラメータを測定することと、
　前記１つまたは複数の他のセルのうちの第２のセルとの接続を確立することを試みるべ
きかどうかを、前記第２のセルのための前記測定された信号パラメータと前記第１のセル
および前記第２のセルに関連するカバレージ拡張レベルとに少なくとも一部基づいて決定
することとを前記装置にさせるようにさらに実行可能である、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　測定の前記頻度を低減することが、
　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルに関連する前記カバレージ拡張レベルに少なくとも一部基づいて前記第
１のセルのためのセル選択基準を調整することと、
　前記調整されたセル選択基準に少なくとも一部基づいて、少なくとも部分的に重複する
周波数を有する前記１つまたは複数の他のセルから受信される信号の測定の前記頻度を制
御するようにタイマーを構成することとを備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　測定の前記頻度を低減することが、
　前記第１のセルに関連するカバレージ拡張レベルを識別することと、
　前記第１のセルと重複しない周波数を有する前記他のセルのうちの１つまたは複数を識
別することと、
　前記１つまたは複数の他のセルの前記重複しない周波数に関連する優先度に少なくとも
一部基づいて前記他のセルのうちの１つまたは複数についての測定の前記頻度を調整する
こととを備える、Ｃ２７に記載の装置。
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